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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR068 : STK500通信規約

要点
■ STK500とAVRISP両方のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
■ STK500ﾌｧｰﾑｳｪｱ 2.xx支援

1. 序説
本資料はAtmelのSTK500とSTK500を制御するﾊﾟｿｺﾝ間の通信規約Ver. 2.0を記述します。こ
のﾌｧｰﾑｳｪｱはAVR Studio 4.11 build 401またはそれ以降で配布されます。

全ての命令、応答、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの定義と他の定義値は"command.h"ﾌｧｲﾙで得られます。このﾌｧｲ 
ﾙはAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。

殆どのﾃﾞﾊﾞｲｽの特性値は各ﾃﾞﾊﾞｲｽに対するXMLﾌｧｲﾙで得られます。このXMLﾌｧｲﾙはAVR 
Studio 4.11 build 401またはそれ以降で配布されます。Atmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ、http://www.atmel. 
com/products/AVR/から最終AVR Studio 4.xxをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。XMLﾌｧｲﾙ形式は「6. 
XMLﾊﾟﾗﾒｰﾀ値」で記述されます。XMLﾌｧｲﾙ内に存在しない値についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照し
てください。

本資料は主にSTK500を参照しますが、多くの事はAVRSIPにも適用します。STK500とAVRSIP
間で動きが異なる僅かな場合については注記されます。

http://www.atmel.com/products/AVR/
http://www.atmel.com/products/AVR/
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2. 通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
STK500とﾊﾟｿｺﾝ間の通信はRS232(ﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟｰﾄ)によって行なわれます。STK500は115.2kbps,ﾃﾞｰﾀ 8ﾋﾞｯﾄ,1停止ﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨな
しを使います。ﾊﾟｿｺﾝは同じ通信動作に設定されるべきです。

3. ﾒｯｾｰｼﾞ形式
全ての命令と応答は共通ﾒｯｾｰｼﾞ形式を共用します。

図3-1. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

ﾒｯｾｰｼﾞ開始
(MESSAGE_START)

順序番号
(SEQUENCE_NUMBER)

ﾒｯｾｰｼﾞ量
(MESSAGE_SIZE)

識別印
(TOKEN)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体
(MESSAGE_BODY)

検査用総和
(CHECKSUM)

表3-1. 共通ﾒｯｾｰｼﾞ形式の各領域

内容容量/形式ﾋﾟﾝ名

常に$1B (ESC符号)。1ﾊﾞｲﾄ
ﾒｯｾｰｼﾞ開始

(MESSAGE_START)

各ﾒｯｾｰｼﾞ送信に付き1増加。
$FF到達後、再度$00から。

1ﾊﾞｲﾄ
順序番号

(SEQUENCE_NUMBER)

ﾒｯｾｰｼﾞ本体のﾊﾞｲﾄ量。 (注)2ﾊﾞｲﾄ,MSB先行
ﾒｯｾｰｼﾞ量

(MESSAGE_SIZE)

常に$0E。1ﾊﾞｲﾄ識別印 (TOKEN)

ﾒｯｾｰｼﾞ量
(MESSAGE_SIZE)ﾊﾞｲﾄ

ﾒｯｾｰｼﾞ本体
(MESSAGE_BODY)

1ﾊﾞｲﾄ
検査用総和

(CHECKSUM)

0～65535ﾊﾞｲﾄのﾒｯｾｰｼﾞ本体。 (注)

ﾒｯｾｰｼﾞ開始からﾒｯｾｰｼﾞ本体までの
全ﾊﾞｲﾄの排他的論理和(XOR)

注: 現在のSTK500ﾌｧｰﾑｳｪｱはﾒｯｾｰｼﾞ本体が最大275ﾊﾞｲﾄのﾒｯｾｰｼﾞだけを扱えます。

ﾎｽﾄ(ﾊﾟｿｺﾝ)が命令を送り、STK500が返答で応答します。

1つの命令は1つの返答になります。STK500は受信した命令への返答でないﾒｯｾｰｼﾞをﾎｽﾄへ送ることはできません。

返答に対する順序番号は常に対応する命令と同じです。

4. 規約層状態表
本節はSTK500からの到着ﾊﾟｹｯﾄを扱うﾊﾟｿｺﾝの状態機構を記述します。到着ﾊﾟｹｯﾄが予測されると、状態機構は開始状態に初期化
されます。

本表は到着ﾊﾟｹｯﾄに対する全ての状態、事象、条件を記述します。

表4-1. 規約層状態表

現在の状態 事象 動作 次の状態条件

$1B 順序番号取得
ﾊﾞｲﾄ受信

開始 統計更新$1B以外 開始

総経過時間超過 異常終了

受信番号＝送信番号 ﾒｯｾｰｼﾞ量取得(1)
ﾊﾞｲﾄ受信

順序番号取得 統計更新 開始受信番号≠送信番号

異常終了総経過時間超過

ﾒｯｾｰｼﾞ量取得(2)ﾊﾞｲﾄ受信
ﾒｯｾｰｼﾞ量取得(1)

総経過時間超過 異常終了

識別印取得ﾊﾞｲﾄ受信 ﾒｯｾｰｼﾞ量計算
ﾒｯｾｰｼﾞ量取得(2)

総経過時間超過 異常終了

ﾃﾞｰﾀ取得$0E
ﾊﾞｲﾄ受信

識別印取得 $0E以外 統計更新 開始

総経過時間超過 異常終了

検査用総和取得ﾒｯｾｰｼﾞ量分受信
ﾊﾞｲﾄ受信

ﾃﾞｰﾀ取得 ﾃﾞｰﾀ取得ﾒｯｾｰｼﾞ量未満受信

総経過時間超過 異常終了

総和一致 ﾊﾟｹｯﾄ扱い正常終了
ﾊﾞｲﾄ受信

検査用総和取得 総和不一致 統計更新 開始

総経過時間超過 異常終了

ﾊﾟｿｺﾝからの到着ﾊﾟｹｯﾄを受信するSTK500側の状態機構は受信での総時間超過がないことを除いて同じです。

総経過時間は命令が送られてから返答が完全に受信されなければならないまでです。総経過時間は(装置)識票取得(CMD_SIGN_ 
ON)命令に対して200ms、ﾌﾗｯｼｭ/EEPROM読み書き(CMD_READ/PROGRAM_FLASH/EEPROM)命令系に対して5s、他の全命令
に対して1sです。
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5. 命令
STK500命令はﾒｯｾｰｼﾞのﾒｯｾｰｼﾞ本体(MESSAGE_BODY)部で送られます(「3. ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください)。本節はSTK500へ入力
し得る全命令と各命令がﾎｽﾄへ戻し得る可能性のある全応答を記述します。

一般的に全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作は同じ規約命令を使いますが、規約層での不必要な時間と処理を避けるため、異なるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動
作で個別のﾊﾟﾗﾒｰﾀが送られます。

全ての命令に対し、STK500は命令識別(Command ID)に等しい返答識別(Answer ID)で返答を返します。命令内の最初のﾊﾞｲﾄは常
に命令識別(Command ID)で、返答内の最初のﾊﾞｲﾄは常に返答識別(Answer ID)です。

5.1. 一般命令

これらの命令は特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作に関係しません。

5.1.1. 装置識票取得命令(CMD_SIGN_ON) [$01]

この命令は本規約を実装するSTK500/AVRISP用の固有の識票文字列を返します。識票は"STK500_2"または"AVRISP_2"です。

表5-1. 命令形式

領域 容量 内容値

識別取得命令 (CMD_SIGN_ON) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

表5-2. 対象がSTK500の場合の返答形式

領域 容量 内容値

識別取得命令 (CMD_SIGN_ON) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態 (Status)

識票文字列のﾊﾞｲﾄ長81ﾊﾞｲﾄ識票長 (Signature legth)

識票文字列($00終端なし)8ﾊﾞｲﾄ "STK500_2"

表5-3. 対象がAVRISPの場合の返答形式

領域 容量 内容値

識別取得命令 (CMD_SIGN_ON) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)

識票文字列のﾊﾞｲﾄ長81ﾊﾞｲﾄ識票長 (Signature legth)

識票文字列($00終端なし)8ﾊﾞｲﾄ "AVRISP_2"

5.1.2. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_PARAMETER) [$02]

ﾎｽﾄはSTK500内に多くのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定できます。各ﾊﾟﾗﾒｰﾀの内容については「5.7. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」をご覧ください。全てのﾊﾟﾗﾒｰﾀは1ﾊﾞｲ
ﾄ値です。

表5-4. 命令形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令 (CMD_SET_PARAMETER) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

設定するﾊﾟﾗﾒｰﾀの指定1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID)

指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの新規値1ﾊﾞｲﾄ値 (Value)

表5-5. 返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令 (CMD_SET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作結果を示す状態値
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5.1.3. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令(CMD_GET_PARAMETER) [$03]

ﾎｽﾄはSTK500から各ﾊﾟﾗﾒｰﾀを読むこともできます。

表5-6. 命令形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

取得するﾊﾟﾗﾒｰﾀの指定1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID)

表5-7. 命令成功の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作成功を示す状態値

指定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀ値1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 (Parameter value)

表5-8. 命令失敗の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令 (CMD_GET_PARAMETER) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作失敗を示す状態値

5.1.4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_DEVICE_PARAMETERS) [$04]

(訳注) 原書に記述がありませんが、command.hﾌｧｲﾙに定義されています。実際には使われておらず、未定義命令扱いです。

5.1.5. 発振校正命令(CMD_OSCCAL) [$05]

この命令はAVR053応用記述に記載されるように校正手順を実行します。

表5-9. 命令形式

領域 容量 内容値

発振校正命令 (CMD_OSCCAL) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

表5-10. 返答形式

領域 容量 内容値

発振校正命令 (CMD_OSCCAL) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値

5.1.6. ｱﾄﾞﾚｽ指定命令(CMD_LOAD_ADDRESS) [$06]

この命令はSTK500内にｱﾄﾞﾚｽを格納します。この次のﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し、EEPROM書き込み、EEPROM読
み出し命令は本命令で設定したｱﾄﾞﾚｽから操作します。本命令は全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作で使われます。前記の全命令は内部ｱﾄﾞﾚｽ
計数器を進行し、このために本命令は1度の送出だけが必要です。

表5-11. 命令形式

領域 容量 内容値

ｱﾄﾞﾚｽ指定命令 (CMD_LOAD_ADDRESS) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

MSB先行 4ﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽ4ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address)

語(ﾜｰﾄﾞ)ｱﾄﾞﾚｽ指定のﾒﾓﾘ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ)に対するｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀは語(ﾜｰﾄﾞ)ｱﾄﾞﾚｽです。

ﾋﾞｯﾄ31が設定(1)されている場合、これは後続の読み書き操作が64Kﾊﾞｲﾄより大きなﾒﾓﾘ上で実行されることを示します。これは(ﾃﾞﾊﾞｲ 
ｽに対して)拡張ｱﾄﾞﾚｽ指定が実行されなければならないことをSTK500に示します。64Kﾊﾞｲﾄより大きなﾒﾓﾘのﾃﾞﾊﾞｲｽについてはﾃﾞｰﾀ 
ｼｰﾄをご覧ください。

表5-12. 命令成功の場合の返答形式

領域 容量 内容値

ｱﾄﾞﾚｽ指定命令 (CMD_LOAD_ADDRESS) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作成功を示す状態値
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5.1.7. ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令(CMD_FIRMWARE_UPGRADE) [$07]

ﾎｽﾄが書き込み器への接続を試みる時にﾌｧｰﾑｳｪｱ版を調べます。ﾊﾟｿｺﾝ上で新しい版が利用可能なら、ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新が開始され
ます。

STK500は本命令の使用によって更新動作へﾘﾌﾞｰﾄできます。(電源投入間にSTK500上のPROGRAM釦が押下されている場合にも
更新動作へ移行されます。)

表5-13. 命令形式

領域 容量 内容値

ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令
(CMD_FIRMWARE_UPGRADE)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

更新動作許可のための文字列10ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別 (Parameter ID) "fwupgrade",0

表5-14. 返答形式

領域 容量 内容値

ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新命令
(CMD_FIRMWARE_UPGRADE)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値

返された状態値が命令成功状態(STATUS_CMD_OK)なら、STK500は(一旦)切断して更新動作へ移行します。

5.2. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令

これらの命令はISP動作でのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM、ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ、施錠ﾋﾞｯﾄ、識票ﾊﾞｲﾄ、発振校正ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを扱います。

5.2.1. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP) [$10]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspEnterProgMode/

表5-15. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

命令実行猶予時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ猶予時間 (timeout) XML:timeout

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位µs)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
接続待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ実行待機時間 (cmdexeDelay) XML:cmdexeDelay

同期化処理試行回数1ﾊﾞｲﾄ同期試行回数 (synchLoops) XML:synchLoops

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
各ﾊﾞｲﾄ間待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ待機時間 (byteDelay) XML:byteDelay

検査値 (AVR=$53,AT89xx=$69)1ﾊﾞｲﾄ同期検査値 (pollValue) XML:pollValue

検査値の受信ﾊﾞｲﾄ位置
(0=検査なし,3=AVR,4=AT89xx)

1ﾊﾞｲﾄ検査値位置 (pollIndex) XML:pollIndex

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4)

注: SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが環状緩衝部(1ﾊﾞｲﾄ出力,1ﾊﾞｲﾄ入力)として実行されるため、検査値位置(pollIndx)ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
送信されたﾊﾞｲﾄのどの返り値を格納すればよいかを示します。

表5-16. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功、時間超過または
失敗)を示す状態値
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5.2.2. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP) [$11]

この命令はSTK500をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作から抜け出させます。ﾃﾞﾊﾞｲｽは標準動作にされます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspLeaveProgMode/

表5-17. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

事前待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ事前待機時間 (preDelay) XML:preDelay

事後待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ事後待機時間 (postDelay) XML:postDelay

表5-18. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

本命令は常に成功を返します。1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)

5.2.3. ISP ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMD_CHIP_ERASE_ISP) [$12]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾁｯﾌﾟ消去を実行します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspChipErase/

表5-19. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾁｯﾌﾟ消去命令 (CMD_CHIP_ERASE_ISP) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

消去完了保証待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ終了待機時間 (earseDelay) XML:eraseDelay

終了検知方法 (0=時間待機,
1=BSY/RDY命令使用)

1ﾊﾞｲﾄ終了検知法 (pollMethod) XML:pollMethod

ﾁｯﾌﾟ消去命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1)

ﾁｯﾌﾟ消去命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2)

ﾁｯﾌﾟ消去命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3)

ﾁｯﾌﾟ消去命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4)

表5-20. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾁｯﾌﾟ消去命令 (CMD_CHIP_ERASE_ISP) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値
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5.2.4. ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP) [$13]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にﾃﾞｰﾀを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspProgramFlash/

表5-21. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (NumBytes)

書き込み種別 (以降で説明)1ﾊﾞｲﾄ書き込み種別 (mode) XML:mode

書き込み種別に応じて、各形式の
書き込み終了に対して使われる
遅延時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ待機時間 (delay) XML:delay

(語下位)ﾊﾞｲﾄ書き込み命令 または
ﾍﾟｰｼﾞ内(下位)ﾊﾞｲﾄ設定命令

1ﾊﾞｲﾄ命令ﾊﾞｲﾄ値1 (cmd1)

ﾍﾟｰｼﾞ書き込み命令1ﾊﾞｲﾄ命令ﾊﾞｲﾄ値2 (cmd2)

(語下位)ﾊﾞｲﾄ読み出し命令1ﾊﾞｲﾄ命令ﾊﾞｲﾄ値3 (cmd3)

XML:pollVal1 ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞでの検査値11ﾊﾞｲﾄ終了検査値1 (poll1)

XML:pollVal2
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞでの検査値2 (ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ
書き込みに対しては不使用)

1ﾊﾞｲﾄ終了検査値2 (poll2)

書き込むべきﾊﾞｲﾄ数分の値列nﾊﾞｲﾄ書き込み値列 (Data)

表5-22. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_CMD_TOUT) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

5.2.4.1. 書き込み種別(mode)内容

この書き込み種別ﾊﾟﾗﾒｰﾀは本命令の作業
方法に対して重要な意味があります。この
書き込み種別ﾊﾞｲﾄ内のﾋﾞｯﾄは右記の意味
があります。

表5-23. 書き込み種別ﾊﾞｲﾄ内のﾋﾞｯﾄ

ﾋﾞｯﾄ番号 内容 書き込み種別

ﾍﾟｰｼﾞ書き込み7

BSY/RDYﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ6
ﾍﾟｰｼﾞ書き込み動作

値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ5

時間待機4

BSY/RDYﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ3

値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ2 語(ﾜｰﾄﾞ)書き込み動作

時間待機1

ﾍﾟｰｼﾞ/語(ﾜｰﾄﾞ)書き込み種別 (0=語,1=ﾍﾟｰｼﾞ)0

ﾍﾟｰｼﾞ/語(ﾜｰﾄﾞ)書き込み種別ﾋﾞｯﾄはﾃﾞﾊﾞｲｽ
がﾍﾟｰｼﾞ書き込みを支援するか、またはしな
いかを選びます。

命令ﾊﾞｲﾄは語とﾍﾟｰｼﾞ書き込み種別で異な
ります。語(ﾜｰﾄﾞ)動作でのISP命令は「ﾌﾗｯ
ｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み」と「ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し」
が使われます。ﾍﾟｰｼﾞ動作では「ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰ
ｼﾞ内上位/下位ﾊﾞｲﾄ設定」、「ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ
書き込み」、「ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ上位/下位ﾊﾞｲﾄ読み出し」が使われます。読み出し命令は書き込み種別ﾋﾞｯﾄで値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞが指定され
ている場合に使われます。上位/下位選択ﾋﾞｯﾄ(ﾍﾟｰｼﾞ設定や読み書き命令の第1ﾊﾞｲﾄ内のﾋﾞｯﾄ3)は、このﾋﾞｯﾄが解除(0)のままなの
で、STK500によって操作されます。

書き込み種別に応じて、時間待機、値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ、BSY/RDYﾎﾟｰﾘﾝｸﾞの各終了方法が選ばれます。

ﾍﾟｰｼﾞ動作に対して、ﾍﾟｰｼﾞ書き込みﾋﾞｯﾄはﾍﾟｰｼﾞ一時緩衝部内にﾃﾞｰﾀが設定されてしまった後、「ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ書き込み」命令が実
行されるべきかを決めます。1命令でSTK500へ転送できるより大きなﾍﾟｰｼﾞ容量のﾃﾞﾊﾞｲｽについては、数回のISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込
み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)が実行されなければなりません。このような場合、最後の命令だけがﾍﾟｰｼﾞ書き込みﾋﾞｯﾄを設
定(1)すべきです。

注: ﾋﾞｯﾄ7は一定でなく、ﾊﾟｿｺﾝのｿﾌﾄｳｪｱによって制御されなければならないので、XMLﾌｧｲﾙでﾋﾞｯﾄ6～0だけが設定されています。

書き込み操作の完了時を決めるのに値(変化)ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞが使われるとき、終了検査値1が供給されなければなりません。この値は書き
込み値が読まれるまでﾃﾞﾊﾞｲｽからどんな値が読まれるかを示します。これは書き込み終了を示します。終了検査値2はEEPROM書き
込みに対してだけ使われます。
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5.2.5. ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_ISP) [$14]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内からﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspReadFlash/

表5-24. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総読み出しﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (NumBytes)

1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1)
ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出しISP命令の第
1ﾊﾞｲﾄ値。上位/下位選択ﾋﾞｯﾄ(ﾋﾞｯ
ﾄ3)はﾌｧｰﾑｳｪｱで操作されます。

表5-25. 命令が実行された場合の返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 成功を示す。常に成功でしょう。

ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞﾊﾞｲｽ読み出し値nﾊﾞｲﾄ読み出し値列 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。常に成
功でしょう。

表5-26. 命令が実行されなかった場合の返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 失敗を示す状態値

命令形式は、ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_ISP)をご覧ください。

5.2.6. ISP EEPROM書き込み命令(CMD_PROGRAM_EEPROM_ISP) [$15]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMにﾃﾞｰﾀを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspProgramEeprom/

命令形式は、ISP ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_ISP)をご覧ください。

5.2.7. ISP EEPROM読み出し命令(CMD_READ_EEPROM_ISP) [$16]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMからﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspReadEeprom/
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5.2.8. ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP) [$17]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを書きます。

表5-27. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

送信すべき命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1)

送信すべき命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2)

送信すべき命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3)

送信すべき命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4)

注: 命令第1～4ﾊﾞｲﾄ値(cmd1～4)は低位ISPﾋｭｰｽﾞ書き込み命令の4ﾊﾞｲﾄです。

表5-28. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

5.2.9. ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP) [$18]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspReadFuse/

表5-21. 命令形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_ISP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

読み出し値の命令内位置1ﾊﾞｲﾄ読み出し値位置 (RetAddr) XML:pollIndex

送信すべき命令第1ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第1ﾊﾞｲﾄ値 (cmd1)

送信すべき命令第2ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第2ﾊﾞｲﾄ値 (cmd2)

送信すべき命令第3ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第3ﾊﾞｲﾄ値 (cmd3)

送信すべき命令第4ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ命令第4ﾊﾞｲﾄ値 (cmd4)

注: SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが環状緩衝部(1ﾊﾞｲﾄ出力,1ﾊﾞｲﾄ入力)として実行されるため、読み出し値位置(pollIndx)はSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで送
信されたﾊﾞｲﾄのどの返り値を格納すればよいかを示します。

表5-30. 返答形式

領域 容量 内容値

ISPﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_ISP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。
常に成功。

ﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ読み出し
値

1ﾊﾞｲﾄ読み出し値 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。
常に成功。
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5.2.10. ISP 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_LOCK_ISP) [$19]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令と同じで、施
錠ﾊﾞｲﾄ書き込みのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspProgramLock/

5.2.11. ISP 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_LOCK_ISP) [$1A]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令と同じで、施錠ﾊﾞ
ｲﾄ読み出しのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

5.2.12. ISP 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令(CMD_READ_SIGNATURE_ISP) [$1B]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令と同じで、識票ﾊﾞ
ｲﾄ読み出しのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspReadLock/

5.2.13. ISP 発振校正値読み出し命令(CMD_READ_OSCCAL_ISP) [$1C]

ISP ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_ISP)をご覧ください。基本的に本命令はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令と同じで、発振校
正値ﾊﾞｲﾄ読み出しのためのISP命令が供給されなければならないと言うだけです。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspReadSign/

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspReadOsccal/

5.2.14. ISP複数命令(CMD_SPI_MULTI) [$1D]

これはどんなISP命令も実行するのに使える一般命令です。本命令はSPIﾊﾞｽへﾊﾞｲﾄ数分書き(送信し)、ﾊﾞｲﾄ数分返します。

表5-31. 命令形式

領域 容量 内容値

ISP複数命令 (CMD_SPI_MULTI) 命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

送信ﾊﾞｲﾄ数1ﾊﾞｲﾄ送信ﾊﾞｲﾄ数 (NumTx) 0～255

1ﾊﾞｲﾄ受信ﾊﾞｲﾄ数 (NumRx) 0～255 受信ﾊﾞｲﾄ数

返し値の開始位置。返され、格納
されるべき応答が送信ﾊﾞｲﾄのどの
位置からかを指定します。(訳注)

1ﾊﾞｲﾄ受信開始位置 (RxStartAddr)

送信すべきﾊﾞｲﾄ数分(NumTx)の値
0～255
ﾊﾞｲﾄ

送信値列 (TxData)

受信ﾊﾞｲﾄ数が送信ﾊﾞｲﾄ数より多い場合、ﾌｧｰﾑｳｪｱは必要分を値$00のﾊﾞｲﾄで埋めます。これはﾊﾟｿｺﾝから書き込み器への転送消費
時間を節約するためです。

表5-32. 返答形式

領域 容量 内容値

ISP複数命令 (CMD_SPI_MULTI) 返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

命令で示されたSPIﾊﾞｽからの読み
出し値列。

0～255
ﾊﾞｲﾄ

読み出し値列 (data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 常に成功でしょう。

(訳注) 命令形式内の受信開始位置は送信ﾊﾞｲﾄ数内のどの位置以降を受信ﾊﾞｲﾄ数として返答形式内の読み出し値列に格納するか
を指定します。従って返答形式内の読み出し値列のﾊﾞｲﾄ数は命令形式内の受信ﾊﾞｲﾄ数-受信開始位置になります。
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5.3. 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令

5.3.1. 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_PP) [$20]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpEnterProgMode/

表5-33. 命令形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位µs)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
接続待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
実行待機時間
(progModeDelay)

XML:progModeDelay

発振校正値ﾗｯﾁに使うｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ
数

1ﾊﾞｲﾄﾗｯﾁ周期数 (latchCycles) XML:latchCycles

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行時の電源
OFF/ON(0=なし,1=あり)。
RSTDISBL機能付きﾃﾞﾊﾞｲｽ用。

1ﾊﾞｲﾄ電源OFF/ON (toggleVtg) XML:toggleVtg

電源電圧が充分低いことを保証さ
せるための電源OFF後の
付加待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
電源OFF待機時間
(powerOffDelay)

XML:powerOffDelay

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間1
(resetDelayMs)

XML:resetDelayMs

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位10µs)
総遅延時間はﾘｾｯﾄ遅延時間1(ms)
+ﾘｾｯﾄ遅延時間2(10µs)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間2
(resetDelayUs)

XML:resetDelayUs

表5-34. 返答形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値

(訳注) 表5-35.は表5-34.の部分内容のため、表5-34.内に埋め込みました。

5.3.2. 並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_PP) [$21]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作から抜け出させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpＬeaveProgMode/

表5-36. 命令形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

RESET=L保持遅延時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄﾘｾｯﾄ遅延時間 (resetDelay) XML:resetDelay

表5-37. 返答形式

領域 容量 内容値

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

操作結果(成功)を示す結果値1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)
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5.3.3. 並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMD_CHIP_ERASE_PP) [$22]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾁｯﾌﾟ消去を実行します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpChipErase/

表5-38. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

WR(負論理)ﾊﾟﾙｽ幅 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾙｽ幅 (pulseWidth) XML:pulseWidth

終了監視(BSY/RDY=↑)時間
0ならばBSY/RDY不使用 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

表5-39. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

(訳注) 表5-40.は表5-39.の部分内容のため、表5-39.内に埋め込みました。

5.3.4. 並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_PP) [$23]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にﾃﾞｰﾀを書きます。ﾍﾟｰｼﾞで構成されたﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾃﾞﾊﾞｲｽに対しては、本命令
で使うｱﾄﾞﾚｽと容量がそのﾃﾞﾊﾞｲｽに適合していなければなりません。換言すると、1つのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの1
つのﾊﾟｰｼﾞ書き込みに使われます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpProgramFlash/

表5-41. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes)

書き込み種別 (以降で説明)1ﾊﾞｲﾄ書き込み種別 (mode) XML:mode

終了監視時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

書き込むべきﾊﾞｲﾄ数分の値列nﾊﾞｲﾄ書き込み値列 (Data)

表5-42. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

(訳注) 表5-43.は表5-42.の部分内容のため、表5-42.内に埋め込みました。

5.3.4.1. 書き込み種別(mode)内容

・ ﾋﾞｯﾄ0はﾊﾞｲﾄ(=0)またはﾍﾟｰｼﾞ(=1)のどちらの書き込みを使うかを示します。

・ ﾋﾞｯﾄ3～1はﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄで、ﾍﾟｰｼﾞ容量は語(ﾜｰﾄﾞ)でなくﾊﾞｲﾄで与えられます。右表をご覧ください。

・ ﾋﾞｯﾄ4,5は未使用です。

・ ﾋﾞｯﾄ6は書き込むべき最終ﾍﾟｰｼﾞで1に、さもなければ0に設定されなければなりません。

・ ﾋﾞｯﾄ7はﾍﾟｰｼﾞ書き込みが行なわれるかを示します(転送ﾃﾞｰﾀ終了)。標準的には常に1を設定すべきで
す。けれども対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ容量が(STK500で利用可能なSRAM量の制限のために)１つのﾌﾗｯｼｭ 
ﾒﾓﾘ書き込み命令に含まれる量より大きすぎる場合、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ一時緩衝部を満たすために
複数の命令を使えます。この転送ﾃﾞｰﾀ終了ﾋﾞｯﾄは最後の命令でだけ設定(1)されるべきです。

注: ﾋﾞｯﾄ6,7は一定でなく、ﾊﾟｿｺﾝの前置機構で制御されなければならないので、XMLﾌｧｲﾙでﾋﾞｯﾄ3～0だ
けが設定されています。

表5-44. ﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄ

ﾋﾞｯﾄ3～1 ﾍﾟｰｼﾞ容量

2560 0 0

20 0 1

40 1 0

80 1 1

161 0 0

321 0 1

641 1 0

1281 1 1
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5.3.5. 並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_PP) [$24]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内からﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpReadFlash/

表5-45. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総読み出しﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes)

表5-46. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 成功を示す。常に成功でしょう。

ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞﾊﾞｲｽ読み出し値。
読み出し中に異常が起きた場合、
$00で埋められるでしょう。

nﾊﾞｲﾄ読み出し値列 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。常に成
功でしょう。

(訳注) 原書本文内のﾍﾟｰｼﾞ関係記述は不適切なため削除しました。

5.3.6. 並列 EEPROM書き込み命令(CMD_PROGRAM_EEPROM_PP) [$25]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMの1ﾍﾟｰｼﾞを書きます。

命令形式は、並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_PP)をご覧ください。

5.3.7. 並列 EEPROM読み出し命令(CMD_READ_EEPROM_PP) [$26]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMからﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpProgramEeprom/

命令形式は、並列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_PP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpReadEeprom/

5.3.8. 並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_PP) [$27]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpProgramFuse/

表5-47. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

書くﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(下位,上位,拡張,拡張2)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address)

書き込むﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ書き込み値 (Data)

1ﾊﾞｲﾄﾊﾟﾙｽ幅 (pulseWidth) XML:pulseWidth WR(負論理)ﾊﾟﾙｽ幅 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout
終了監視(BSY/RDY=↑)時間
0ならばBSY/RDY不使用 (単位ms)

表5-48. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

(訳注) 表5-49.は表5-48.の部分内容のため、表5-48.内に埋め込みました。
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5.3.9. 並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP) [$28]

この命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpReadFuse/

表5-50. 命令形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_PP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

読み出すﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(0=下位,1=上位,2=拡張,3=施錠)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address)

表5-51. 返答形式

領域 容量 内容値

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_PP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 操作結果を示す状態(成功)値。

ﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾋｭｰｽﾞ(下位,上位ま
たは拡張)ﾊﾞｲﾄ読み出し値。
読み出し中に異常が起こると、$00
で埋められるでしょう。

1ﾊﾞｲﾄ読み出し値 (Data)

5.3.10. 並列 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_LOCK_PP) [$29]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_PP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽは送らなければなりませんが、ﾌｧｰﾑｳｪｱによって無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpProgramLock/

5.3.11. 並列 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_LOCK_PP) [$2A]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽは送らなければなりませんが、ﾌｧｰﾑｳｪｱによって無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpReadLock/

5.3.12. 並列 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令(CMD_READ_SIGNATURE_PP) [$2B]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpReadSign/

5.3.13. 並列 発振校正値読み出し命令(CMD_READ_OSCCAL_PP) [$2C]

並列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_PP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/PpReadOsccal/
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5.3.14. 制御値群設定命令(CMD_SET_CONTROL_STACK) [$2D]

STK500へ制御値群を送ります。これは並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PP)と高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)に対して使われます。

注: STK500が電源OFFされてしまった場合、高電圧動作で何れかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令を実行する前に、制御値群が常に設定されな
ければなりません。

制御器が有効な制御値群を持っているかを調べるには、制御器初期化ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(PARAM_CONTROLLER_INIT)を読んでください。

「5.7.15. 制御器初期化ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(PARAM_CONTROLLER_INIT)」をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/

表5-52. 命令形式

領域 容量 内容値

制御値群設定命令
(CMD_SET_CONTROL_STACK)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

32ﾊﾞｲﾄﾃﾞｰﾀ値列 (Data)
XML:PPControlStack または
XML:HvspControlStack

制御値群ﾃﾞｰﾀ値列

表5-53. 返答形式

領域 容量 内容値

制御値群設定命令
(CMD_SET_CONTROL_STACK)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 操作結果(成功)を示す状態値
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5.4. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令

本節は高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)命令を記述します。並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PP)に対するように直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(HVSP)に対して制御値
群設定(CMD_SET_CONTROL_STACK)命令が必要とされることに注意してください。制御値群設定(CMD_SET_CONTROL_STACK)
命令の説明は並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ下の5.3.14.節で得られます。

5.4.1. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP) [$30]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作へ移行させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspEnterProgMode/

表5-54. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令実行での
接続待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ実行待機時間 (cmdexeDelay) XML:cmdexeDelay

同期化ｸﾛｯｸ周期数1ﾊﾞｲﾄ同期周期数 (SynchCycles) XML:synchCycles

XTAL1ﾊﾟﾙｽ周期数1ﾊﾞｲﾄﾗｯﾁ周期数 (latchCycles) XML:latchCycles

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行時の電源
OFF/ON(0=なし,1=あり)。
RSTDISBL機能付きﾃﾞﾊﾞｲｽ用。

1ﾊﾞｲﾄ電源OFF/ON (toggleVtg) XML:toggleVtg

電源電圧が充分低いことを保証さ
せるための電源OFF後の
付加待機時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
電源OFF待機時間
(poweroffDelay)

XML:poweroffDelay

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間1
(resetDelayMs)

XML:resetDelayMs

電源ONからRESET=Hまでの付加
遅延時間 (単位10µs)
総遅延時間はﾘｾｯﾄ遅延時間1(ms)
+ﾘｾｯﾄ遅延時間2(10µs)

1ﾊﾞｲﾄ
ﾘｾｯﾄ遅延時間2
(resetDelayUs)

XML:resetDelayUs

表5-55. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令
(CMD_ENTER_PROGMODE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または失敗)を示す
状態値。失敗なら対象電圧が4.5V
未満か5.5Vを越えています。

5.4.2. 高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令(CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP) [$31]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作から抜け出させます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspLeaveProgMode/

表5-56. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

ﾋﾟﾝ安定用待機時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ安定待機時間 (stabDelay) XML:stabDelay

RESET=L保持遅延時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄﾘｾｯﾄ遅延時間 (resetDelay) XML:resetDelay

表5-57. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作抜け出し命令
(CMD_LEAVE_PROGMODE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

操作結果(成功)を示す結果値。
常に成功でしょう。

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK)
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5.4.3. 高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令(CMD_CHIP_ERASE_HVSP) [$32]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾁｯﾌﾟ消去を実行します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspChipErase/

表5-58. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

終了監視(SDO=↑)時間
0ならばSDO不使用 (単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

ﾃﾞﾊﾞｲｽ消去終了保証待機時間
(単位ms)

1ﾊﾞｲﾄ終了待機時間 (eraseTime) XML:eraseTime

表5-59. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾁｯﾌﾟ消去命令
(CMD_CHIP_ERASE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

5.4.4. 高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP) [$33]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にﾃﾞｰﾀを書きます。ﾍﾟｰｼﾞで構成されたﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾃﾞﾊﾞｲｽに対しては、本命令
で使うｱﾄﾞﾚｽと容量がそのﾃﾞﾊﾞｲｽに適合していなければなりません。換言すると、1つのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの1
つのﾊﾟｰｼﾞ書き込みに使われます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspProgramFlash/

表5-60. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

総書き込みﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes)

書き込み種別 (以降で説明)1ﾊﾞｲﾄ書き込み種別 (mode) XML:mode

終了監視時間 (単位ms)1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout

書き込むべきﾊﾞｲﾄ数分の値列nﾊﾞｲﾄ書き込み値列 (Data)

表5-61. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値

5.4.4.1. 書き込み種別(mode)内容

・ ﾋﾞｯﾄ0はﾊﾞｲﾄ(=0)またはﾍﾟｰｼﾞ(=1)のどちらの書き込みを使うかを示します。

・ ﾋﾞｯﾄ3～1はﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄで、ﾍﾟｰｼﾞ容量は語(ﾜｰﾄﾞ)でなくﾊﾞｲﾄで与えられます。右表をご覧ください。

・ ﾋﾞｯﾄ4,5は未使用です。

・ ﾋﾞｯﾄ6は書き込むべき最終ﾍﾟｰｼﾞで1に、さもなければ0に設定されなければなりません。

・ ﾋﾞｯﾄ7はﾍﾟｰｼﾞ書き込みが行なわれるかを示します(転送ﾃﾞｰﾀ終了)。標準的には常に1を設定すべきで
す。けれども対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ容量が(STK500で利用可能なSRAM量の制限のために)１つのﾌﾗｯｼｭ 
ﾒﾓﾘ書き込み命令に含まれる量より大きすぎる場合、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍﾟｰｼﾞ一時緩衝部を満たすために
複数の命令を使えます。この転送ﾃﾞｰﾀ終了ﾋﾞｯﾄは最後の命令でだけ設定(1)されるべきです。

注: ﾋﾞｯﾄ6,7は一定でなく、ﾊﾟｿｺﾝの前置機構で制御されなければならないので、XMLﾌｧｲﾙでﾋﾞｯﾄ3～0だ
けが設定されています。

表5-62. ﾍﾟｰｼﾞ容量ﾋﾞｯﾄ

ﾋﾞｯﾄ3～1 ﾍﾟｰｼﾞ容量

2560 0 0

20 0 1

40 1 0

80 1 1

161 0 0

321 0 1

641 1 0

1281 1 1
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5.4.5. 高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_HVSP) [$34]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内からﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspReadFlash/

表5-63. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

2ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ数 (Nmb bytes) XML:blockSize 総読み出しﾊﾞｲﾄ数 (MSB先行)

表5-64. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令
(CMD_READ_FLASH_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値１ (Status1) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 成功を示す。常に成功でしょう。

ﾊﾞｲﾄ数分のﾃﾞﾊﾞｲｽ読み出し値。
読み出し中に異常が起きた場合、
$00で埋められるでしょう。

nﾊﾞｲﾄ読み出し値列 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ状態値2 (Status2) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 
操作結果を示す状態値。常に成
功でしょう。

(訳注) 原書本文内のﾍﾟｰｼﾞ関係記述は不適切なため削除しました。

5.4.6. 高電圧直列 EEPROM書き込み命令(CMD_PROGRAM_EEPROM_HVSP) [$35]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMを書きます。

命令形式は、高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FLASH_HVSP)をご覧ください。

5.4.7. 高電圧直列 EEPROM読み出し命令(CMD_READ_EEPROM_HVSP) [$36]

この命令は成功なら、対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMからﾃﾞｰﾀを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspProgramEeprom/

命令形式は、高電圧直列 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し命令(CMD_READ_FLASH_HVSP)をご覧ください。

5.4.8. 高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP) [$37]

この命令はﾋｭｰｽﾞ ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｲﾄでｱﾄﾞﾚｽ指定された1つのﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄを書きます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspReadEeprom/

表5-65. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address) 0,1または2
書くﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(0=下位,1=上位,2=拡張)

書き込むﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ値1ﾊﾞｲﾄ書き込み値 (Data)

1ﾊﾞｲﾄ終了監視時間 (pollTimeout) XML:pollTimeout
終了監視(SDO=↑)時間
0ならばSDO不使用 (単位ms)

表5-66. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令
(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) または
多忙時間超過 (STATUS_RDY_BSY_TOUT)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
操作結果(成功または時間超過)を
示す状態値
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5.4.9. 高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP) [$38]

この命令はﾋｭｰｽﾞ ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｲﾄでｱﾄﾞﾚｽ指定した1つのﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄを読み出します。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspReadFuse/

表5-67. 命令形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_HVSP)

命令識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

1ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ (Address) 0,1または2
読み出すﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄのｱﾄﾞﾚｽ
(0=下位,1=上位,2=拡張)

表5-68. 返答形式

領域 容量 内容値

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令
(CMD_READ_FUSE_HVSP)

返答識別1ﾊﾞｲﾄ返答識別 (Answer ID)

1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status) 命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) 操作結果を示す状態(成功)値。

ﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾋｭｰｽﾞ(下位,上位ま
たは拡張)ﾊﾞｲﾄ読み出し値。
読み出し中に異常が起こると、$00
で埋められるでしょう。

1ﾊﾞｲﾄ読み出し値 (Data)

5.4.10. 高電圧直列 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_LOCK_HVSP) [$39]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み命令(CMD_PROGRAM_FUSE_HVSP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽが必要とされますが、無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspProgramLock/

5.4.11. 高電圧直列 施錠ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_LOCK_HVSP) [$3A]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP)をご覧ください。

注: ｱﾄﾞﾚｽが必要とされますが、無視されます。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspReadLock/

5.4.12. 高電圧直列 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し命令(CMD_READ_SIGNATURE_HVSP) [$3B]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspReadSign/

5.4.13. 高電圧直列 発振校正値読み出し命令(CMD_READ_OSCCAL_HVSP) [$3C]

高電圧直列 ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ読み出し命令(CMD_READ_FUSE_HVSP)をご覧ください。

XMLﾊﾟｽ : /AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/HvspReadOsccal/
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5.5. 特殊返答

指定命令に関係しない返答です。

5.5.1. 検査総和異常(ANSWER_CKSUM_ERROR)

これは不正な検査用総和を持つﾒｯｾｰｼﾞが受信されてしまったことを示す、輸送(ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ)層によって生成される返答です。

表5-69. 返答形式

領域 容量 内容値

検査総和異常返答
(ANSWER_CKSUM_ERROR) [$B0]

返答識別1ﾊﾞｲﾄ命令識別 (Command ID)

検査総和異常を示す状態値1ﾊﾞｲﾄ状態値 (Status)
検査総和異常返答
(STATUS_CKSUM_ERROR) [$C1]

5.6. 返し値

本節は利用可能な全ての返し値とそれらの詳細な意味を記述します。

5.6.1. 成功

表5-70. 成功返し値

意味値

命令成功状態 (STATUS_CMD_OK) [$00] 命令実行成功

5.6.2. 警告

全ての警告は1に設定したMSB(ﾋﾞｯﾄ7=1)と0に設定したMSB-1(ﾋﾞｯﾄ6=0)を持ちます。

表5-71. 警告返し値

意味値

命令時間超過状態 (STATUS_CMD_TOUT) [$80] 命令実行時間超過

多忙時間超過状態 (STATUS_RDY_BSY_TOUT) [$81] BSY/RDYﾋﾟﾝの採取監視による時間超過

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ未設定状態 (STATUS_SET_PARAM_MISSING) [$82]
対応命令に先立つ"ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定命令(CMD_SET_
DEVICE_PARAMETERS)"未実行

5.6.3. 異常

全ての異常は1に設定したMSB(ﾋﾞｯﾄ7=1)とMSB-1(ﾋﾞｯﾄ6=1)を持ちます。

表5-72. 異常返し値

意味値

命令失敗状態 (STATUS_CMD_FAILED) [$C0] 命令実行失敗

検査総和異常状態 (STATUS_CKSUM_ERROR) [$C1] 検査用総和異常

未定義命令状態 (STATUS_CMD_UNKNOWN) [$C9] 未知の(未定義)命令
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5.7. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀはﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得(CMD_GET_PARAM)命令とﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定(CMD_SET_PARAM)命令によって読み書きできます。

表5-73. 利用可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀ

値 意味 読み書き

Rﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号下位ﾊﾞｲﾄﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号下位 (PARAM_BUILD_NUMBER_LOW)

ﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号上位ﾊﾞｲﾄﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号上位 (PARAM_BUILD_NUMBER_HIGH) R

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号 (PARAM_HW_VER) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版主番号ﾊﾞｲﾄｿﾌﾄｳｪｱ主版番号 (PARAM_SW_MAJOR) R

ｿﾌﾄｳｪｱ版副番号ﾊﾞｲﾄｿﾌﾄｳｪｱ副版番号 (PARAM_SW_MINOR) R

対象MCU電源電圧対象電圧 (PARAM_VTARGET) R/W

対象MCU調整可能電圧(ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧:AREF)対象ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧 (PARAM_VADJUST) R/W

発振器用T/C前置分周値発振器前置分周値 (PARAM_OSC_PSCALE) R/W

発振器用T/C比較値(T/C計数値)発振器比較値 (PARAM_OSC_CMATCH) R/W

ISP用SCK周波数指定値SCK周期指定値 (PARAM_SCK_DURATION) R/W

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板検出値ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板検知 (PARAM_TOPCARD_DETECT) R

状態ﾚｼﾞｽﾀ値状態ﾚｼﾞｽﾀ値 (PARAM_STATUS) R

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作で使ったﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾄ値ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾄ値 (PARAM_DATA) R

RESETを扱う有効論理(H/L)設定ﾘｾｯﾄ極性設定 (PARAM_RESET_POLARITY) W

制御器初期化制御器初期化 (PARAM_CONTROLLER_INIT) R/W

5.7.1. ﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号下位(PARAM_BUILD_NUMBER_LOW) [$80]

ﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号上位(PARAM_BUILD_NUMBER_HIGH)とﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号下位(PARAM_BUILD_NUMBER_LOW)は共にﾌｧｰﾑ
ｳｪｱの構築毎に増やされる番号を返します。主にAtmel社内で使います。

5.7.2. ﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号上位(PARAM_BUILD_NUMBER_HIGH) [$81]

ﾌｧｰﾑｳｪｱ構築番号下位(PARAM_BUILD_NUMBER_LOW)をご覧ください。

5.7.3. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ版番号(PARAM_HW_VER) [$90]

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号を返します。

5.7.4. ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR) [$91]

ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR)とｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR)はﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号を返します。

5.7.5. ｿﾌﾄｳｪｱ副版番号(PARAM_SW_MINOR) [$92]

ｿﾌﾄｳｪｱ主版番号(PARAM_SW_MAJOR)をご覧ください。

5.7.6. 対象電圧(PARAM_VTARGET) [$94]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500だけに適用され、AVRISPには適用されません。

STK500には本ﾊﾟﾗﾒｰﾀで設定と監視ができる、制御可能な対象電源電圧があります。このﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は10倍した電圧値で、例えば10
進の42は4.2Vに対応します。対象電源電圧(VTARGET)は0～6V間で調整可能です。

5.7.7. 対象ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧(PARAM_VADJUST) [$95]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500だけに適用され、AVRISPには適用されません。

STK500には電源電圧と同じ方法で調整可能なｱﾅﾛｸﾞ基準電圧があります。この調整可能なｱﾅﾛｸﾞ基準電圧(AREF)は対象ｱﾅﾛｸﾞ基
準電圧(PARAM_VADJUST)ﾊﾟﾗﾒｰﾀで設定と監視ができます。このﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は10倍した電圧値で、例えば10進の42は4.2Vに対応し
ます。対象ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧(AREF)は0～6V間で調整可能です。
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5.7.8. 発振器前置分周値(PARAM_OSC_PSCALE) [$96]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500だけに適用され、AVRISPには適用されません。

STK500には対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへのｸﾛｯｸ信号供給に使う設定可能なｸﾛｯｸ発生器があります。現実の発生器はAT90S8535 MCUのﾀｲﾏ/ｶ
ｳﾝﾀ2です。このﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀは比較一致でｶｳﾝﾀ値が0設定される、OC2信号線交互H/L動作で走行します。後続のｺｰﾄﾞ例は発振器
前置分周値(PARAM_OSC_PSCALE)と発振器比較値(PARAM_OSC_CMATCH)でﾌｧｰﾑｳｪｱが変更を扱う方法を示します。

TCCR2 = 0x18;    // ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2停止
TCNT2 = 0xFF;    // ｶｳﾝﾀ値初期化
OCR2 = OSC_CMATCH;    // 比較一致値設定
TCCR2 = (0x18 | (0x07 & OSC_PSCALE)); // 前置分周設定,ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2起動

STK500のｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸは fSYS=7.37MHzで、前置分周器と比較値とその結果の周波数間の以下の関係を与えます。

f = 前置分周されたｸﾛｯｸ÷(比較値+1)÷2

前置分されたｸﾛｯｸは下表に対応した係数によって分周されたｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸです。

表5-74. 前置分周値

前置分周値

前置分周されたｸﾛｯｸ周波数 0

0

fSYS

1

fSYS/8

2

fSYS/32

3

fSYS/64

4

fSYS/128

5

fSYS/256

6

fSYS/1024

7

ﾎｽﾄ ｿﾌﾄｳｪｱは最適な結果を与えるﾊﾟﾗﾒｰﾀを使い、全ての利用可能な前置分周と比較値全部を走査し、結果の周波数を計算する、
総当り法の使用によって前置分周と比較値を計算できます。

5.7.9. 発振器比較値(PARAM_OSC_CMATCH) [$97]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500だけに適用され、AVRISPには適用されません。

発振器前置分周値(PARAM_OSC_PSCALE)をご覧ください。

5.7.10. SCK周期指定値(PARAM_SCK_DURATION) [$98]

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用時、ISPｸﾛｯｸ周波数は対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが支援する範囲を超えてはなりません(最大ISPｸﾛｯｸ周波数はﾃﾞ
ﾊﾞｲｽのｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸや内部ｸﾛｯｸ分周などに依存します)。

STK500とAVRISPは4kHz～1.8MHzのISP周波数を支援します。SCK周期指定値(PARAM_SCK_DURATION)に対する値は以下の方
法の使用で得られます。

#define T_STK500 135.63e-9 // STK500ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ周期
#define T_AVRISP 271.27e-9 // AVRISPｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ周期
#define B  12.0 // SCK半周期処理ｸﾛｯｸ数

unsigned char CalcSckDur (int freq)
{
 if (STK500)  // STK500
 {
  if (freq >= 1843200) 
   sck_dur = 0;
  else if (freq >= 460800)
   sck_dur = 1;
  else if (freq >= 115200)
   sck_dur = 2;
  else if (freq >= 57600)
   sck_dur = 3;
  else
   sck_dur = ceil(1/(2*B*freq*T_STK500)-10/B); // 切り上げ整数化
 }
 else    // AVRISP
 {
  if (freq >=921600)
   sck_dur = 0;
  else if (freq >= 230400)
   sck_dur = 1;
  else if (freq >= 57600)
   sck_dur = 2;
  else if (freq >= 28800)
   sck_dur = 3;
  else
   sck_dur = ceil(1/(2*B*freq*T_AVRISP)-10/B); // 切り上げ整数化
 }
 return __min(254, sck_dur); // 255=不正値
}
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5.7.11. ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板検知(PARAM_TOPCARD_DETECT) [$9A]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500だけに適用され、AVRISPには適用されません。

STK500には拡張(ｱﾀﾞﾌﾟﾀ)基板が接続できます。各ｱﾀﾞﾌﾟﾀ形式には識別回路があるため、STK500はどの形式のｱﾀﾞﾌﾟﾀが装着されて
いるかを検知できます。

以下の識別子が使われます。

表5-75. ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板識別子

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板 STK501 STK502 STK503 STK504 STK505 STK520 STK524 STK525 STK526

識別子 $AA $55 $FA $EE $E4 $DD $CC $88 $D8

5.7.12. 状態ﾚｼﾞｽﾀ値(PARAM_STATUS) [$9C]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀは以下に示される書き込み器の状態を示します。(*)項目はSTK500のみです。

表5-A. 状態ﾚｼﾞｽﾀ値

ﾋﾞｯﾄ 意味 意味ﾋﾞｯﾄ

負論理/正論理 ﾘｾｯﾄ極性(未定義)7 3

(未定義)(未定義)6 2

対象MCUﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作中(未定義)5 1

PROGRAMｽｨｯﾁON/OFF (FW 2.04版以降) (*)4 (未定義)9

(訳注) 原書に記述がありませんが、command.hﾌｧｲﾙに定義されています。

5.7.13. ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾄ値(PARAM_DATA) [$9D]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500だけに適用され、AVRISPには適用されません。

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀは高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに使うPROG DATAｺﾈｸﾀの値を返します。

5.7.14. ﾘｾｯﾄ極性設定(PARAM_RESET_POLARITY) [$9E]

STK500とAVRISPはAT90(AVR)系統とAT89(8051)系統ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの両方をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。これらはRESETﾋﾟﾝの有効論理
が異なります。AVRはLow有効ﾘｾｯﾄ、一方AT89はHigh有効です。

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはﾘｾｯﾄ信号線の極性を設定します。AVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする時には1を、AT89ｺﾝﾄﾛｰﾗをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする時には0を設定して
ください。

注: STK500とAVRISPは本ﾊﾟﾗﾒｰﾀをEEPROM内に保存するため、これは次回の書き込み器への電力印加でも利用できます。STK 
500については、本ﾊﾟﾗﾒｰﾀに従ってRESETﾎﾞﾀﾝでの論理も変更します。

5.7.15. 制御器初期化(PARAM_CONTROLLER_INIT) [$9F]

本ﾊﾟﾗﾒｰﾀは書き込み器のMCUﾘｾｯﾄ時、0に内部設定されます。ﾎｽﾄ ｿﾌﾄｳｪｱは望むどんな値も本ﾊﾟﾗﾒｰﾀへ書け、後で読み戻すこ
ともできます。本ﾊﾟﾗﾒｰﾀはSTK500/AVRISPが電源を失い、またはOFFされ、その後に再びONに戻されたかを知らせる方法として使
われることが意図されています。

このようにしてﾎｽﾄ ｿﾌﾄｳｪｱは操作を続ける前に書き込み器が再び初期化されるべき必要があるかを知ることができます。
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6. XMLﾊﾟﾗﾒｰﾀ値
STK500規約2.0版で主に強化されたものの1つはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ法の全詳細に対するﾊﾟﾗﾒｰﾀ記述能力です。ﾊﾟﾗﾒｰﾀ群は或るAVRﾃﾞﾊﾞ
ｲｽに対して特定され、従ってこのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定はﾃﾞﾊﾞｲｽ内容定義XMLﾌｧｲﾙに属します。以下はﾃﾞﾊﾞｲｽ仕様XMLﾌｧｲﾙ内のSTK500
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値を見つけるところの記述です。

AVR Studio 4のｲﾝｽﾄｰﾙ後、全てのXMLﾌｧｲﾙは、"\Program Files\Atmel\AVR Tools\PartDescriptionFiles\"で得られます。

図6-1. XMLﾌｧｲﾙ例: ATmega2561.xml (XML Notepadの場合)

XMLｴﾃﾞｨﾀ/ﾋﾞｭｱｰ(例えば、XML NotepadまたはInternet Exploror)でXMLﾌｧｲﾙを開いてください。STK500とAVRISPに対する全て
のﾃﾞﾊﾞｲｽ特性値は節点(ﾉｰﾄﾞ)STK500_2下に配置されています。ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作移行命令(CMD_ENTER_PROGMODE_ISP)に対
するﾊﾟﾗﾒｰﾀについては、/AVRPART/ICE_SETTINGS/STK500_2/IspEnterProgModeを見てください。
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7. 命令順序例
本節はﾊﾟｿｺﾝの前置処理部からSTK500への接続法とﾃﾞﾊﾞｲｽからの識票ﾊﾞｲﾄ読み出し法の説明を含みます。

命令とﾊﾟﾗﾒｰﾀの記述については「5. 命令」章をご覧ください。

7.1. 接続

接続するためにAVR StudioからSTK500へ送る命令順とﾊﾟﾗﾒｰﾀが以下で一覧されます。

・ CMD_SIGN_ON

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_TOPCARD_DETECT

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_HW_VER

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MAJOR

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_SW_MINOR

7.2. 識票ﾊﾞｲﾄ読み出し

7.2.1. 実装書き込み(ISP)

ISPを通してﾃﾞﾊﾞｲｽ識票を読み出すためにAVR StudioからSTK500へ送る命令順とﾊﾟﾗﾒｰﾀが以下で一覧されます。これを行なうため
の接続が既に成されていることに注意してください。

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_TOPCARD_DETECT

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_CONTROLLER_INIT

・ CMD_SET_PARAMETER, PARAM_CONTROLLER_INIT

・ CMD_SET_PARAMETER, PARAM_RESET_POLARITY

・ CMD_ENTER_PROGMODE_ISP

・ CMD_READ_SIGNATURE_ISP

・ CMD_READ_SIGNATURE_ISP

・ CMD_READ_SIGNATURE_ISP

・ CMD_LEAVE_PROGMODE_ISP

7.2.2. 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(PP,HVSP)

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを通してﾃﾞﾊﾞｲｽ識票を読み出すためにAVR StudioからSTK500へ送る命令順とﾊﾟﾗﾒｰﾀが以下で一覧されます。こ
れを行なうための接続が既に成されていることに注意してください。本手順は高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと高電圧直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの両方
についてです。

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_TOPCARD_DETECT

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_CONTROLLER_INIT

・ CMD_SET_CONTROL_STACK

・ CMD_GET_PARAMETER, PARAM_CONTROLLER_INIT

・ CMD_ENTER_PROGMODE_PP (_HVSP)

・ CMD_READ_SIGNATURE_PP (_HVSP)

・ CMD_READ_SIGNATURE_PP (_HVSP)

・ CMD_READ_SIGNATURE_PP (_HVSP)

・ CMD_LEAVE_PROGMODE_PP (_HVSP)
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7.3. STK500通信記録

AVR StudioとSTK500間の通信例と更なる詳細に関して、全通信をﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙに記録する設定にできます。これは以下で記述される
ようにﾚｼﾞｽﾄﾘ内にﾚｼﾞｽﾄﾘ ｷｰを追加することによって行なえます。

 1. "regedit"の実行によってﾚｼﾞｽﾄﾘを開いてください。

 2. ﾊﾟｽ:HKEY_CURRENT_USER\Software\Atmel\AVRTools\STK500\を探してください。

 3. 右ｸﾘｯｸからの新規(N)⇒文字列値(S)で、"LogFilePath"と名付けた新しい文字列値を作成してください。

 4. "LogFilePath"の右ｸﾘｯｸからの修正(M)で、例えば"C:\STK500Com.txt"とﾃﾞｰﾀ値を入力してください。

図7-1. 'ﾌｧｲﾙ名を指定して実行'ﾀﾞｲｱﾛｸﾞからのregedit実行 図7-2. '文字列の編集'ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでの入力

ﾚｼﾞｽﾄﾘ変更後、AVR Studioを開いてSTK500ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください。全ての通信がﾚｼﾞｽﾄﾘで指定したﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙ
に書かれるでしょう。このﾌｧｲﾙは次のように見えるでしょう。

Port opend successfully
Returned status: Command succeeded

Sending pakect 01/21/2005 17:17:51.046
( 200ms) > 1B 01 00 01 0E 01 14
Sequence number 1, message size 1, checksum 20
CMD_SIGN_ON

Receiving packet 01/21/2005 17:17:51.046
( 200ms) < 1B 01 00 0D 0E
( 190ms) < 01 00 08 53 54 4B 35 30 30 5F 32 02
Sequence number 1, message size 11, checksum 2
CMD_SIGN_ON
Returned status: Command succeeded

Sending packet 01/21/2005 17:17:51.056
(1000ms) > 1B 02 00 02 0E 03 9A 8C
Sequence number 2, message size 2, checksum 140
CMD_GET_PARAMETER

(注1)(注2)

注1: これは命令識別子で、この場合の$03はﾊﾟﾗﾒｰﾀ取得命令(CMD_GET_PARAMETER)です。

注2: これはﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子で、この場合の$9Aはｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板検知(PARAM_TOPCARD_DETECT)です。
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